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講師紹介

経営/実務双⽅で深い知⾒/経験を持ち、⼈事/⼈材領域を中⼼に幅広いテーマでのDX推進⽀援を⾏う。
略歴

• 慶應義塾⼤学法学部政治学科卒（計量政治学専攻）。
• 新卒で総合電機メーカーに⼊社、⽶欧向け携帯電話の商品企画を
担当。

• 戦略系コンサルティング会社にて、通信事業者・IT・メディアの
⼤⼿クライアントを中⼼にプロジェクトを推進。

• 株式会社リクルートにてコーポレートでの事業統括業務を経て、
中途採⽤事業の戦略⽴案や新規事業⽴ち上げを担当。

• グリー株式会社にて経営管理部⻑として管理会計導⼊・全社経営
管理を担い、新規事業領域の責任者を歴任。

• その後、ベンチャー3社での経営に携わり、2021年にエクサウィ
ザーズにジョインし、2022年執⾏役員就任。

• 現在は、DXアセスメントとLXPを中⼼としたDX⼈材育成事業
と、企業のDX⼈材育成戦略策定や⼈事/⼈材領域を中⼼としたAI
をはじめとするテクノロジー活⽤を⽀援するコンサルティング事
業の統括責任者を担う。

出村太晋（でむら たいしん）

エクサウィザーズ執⾏役員
taishin.demura@exwzd.com
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Mission

A Iを⽤いた

社会課題解決を通じて、
幸せな社会を実現する

© Copyright ExaWizards nc  All Rights ReservedPublic
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エクサウィザーズ HRTech事業部

「はたらく」を変⾰する先導者として⼈事・⼈材領域の様々な課題解決を⽀援

「はたらく」を変⾰する先導者になる

デジタル⼈材不⾜への対応
経産省レポートによると、DX推進を先導する

IT⼈材は2025年に43万⼈不⾜

“少⼦⾼齢化による若年層労働者⼈⼝減少”に向き合う

労働⽣産性の向上
G7諸国における⽇本の労働⽣産性は

調査開始以来、常に最下位

事業部
ミッション

向き合う
社会課題の例

主要提供
サービス

DXアセスメントとeラーニング等の
育成コンテンツのセットで⼈材を可
視化し、最適なDX⼈材育成を推進

DX⼈材育成⽀援

プロダクトと密に連携しながら、
DX⼈材育成計画設計〜育成実施ま
でを⼀気通貫で推進

プロダクト HRコンサルティングサービス

HRテック活⽤⽀援

⼈事・⼈材領域のデータ利活⽤を
中⼼にテクノロジーを駆使した
アプローチで課題解決を推進



       

エクサウィザーズの⽣成AI活⽤への取り組み

⽣成AIの利⽤実態（4/25実施のアンケート調査より）

⽣成AIで変わる組織と必要スキル

⽣成AI時代の⼈材育成のあり⽅
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エクサウィザーズの⽣成AI活⽤に向けての取り組み：exaBase⽣成AI

企業内で⽣成AIを安全かつ効果的に活⽤するためのプロダクトも開発

どの法⼈様でも
安⼼して使えるセキュリティ

特徴 1

特徴 2

特徴 3

コスト管理機能と
低価格による利⽤コスト抑制

数々のAI活⽤を⽀援してきた
熟練企業による活⽤サポート
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エクサウィザーズの⽣成AI活⽤に向けての取り組み：exaBase企業検索
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エクサウィザーズの⽣成AI活⽤に向けての取り組み：exaBase IRアシスタント
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独⾃データ

①⽣成AIモデル
をCopyし
独⾃データで
学習

学習

Copy

⽣成AI活⽤類型

直近の⽣成AI活⽤はより難易度が⾼く事業に直接貢献する形になりつつある

ChatGPT活⽤のサービス類型

直接利⽤（プラグイン） プロンプトデザイン LangChain 独⾃GPT（ファインチューニング含）

類型① 類型② 類型③ 類型④

OpenAIが提供するサービス
をそのまま利⽤

考え抜かれたプロンプトで
GPTの⼒を引き出す

GPTを活⽤して複雑な処理
を実⾏する仕組みを構築

⾃社で新たなGPTモデルを
構築

ユーザー

GPT

① 指⽰を⼊⼒ ② GPTが回答

ユーザー

GPT

①指⽰を⼊⼒

② 指⽰を加筆
修正

③ 精度の⾼い
回答を得て
ユーザーに
提⽰

ユーザー

既存の
⽣成AIモデル

② 特定分野に
強い独⾃の
GPTを実現

独⾃モデル

事業価値⼩ ⼤

難易度易 難

ユーザー

⾃社DB 等

① 指⽰を⼊⼒

旅⾏予約 ⾷材配達

③ OpenAI提供のPlug-inを適宜利⽤

Plug-in

GPT

② ⾃社DB 等
やGPTを
組合せて
指⽰を実⾏

③ 指⽰を遂⾏

⾃社DB 等
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分析結果概要

4/25(⽕)開催の経団連後援セミナーにて、⽣成AIの利⽤実態に関するアンケートを実施

業種別 部⾨別 役職別

アンケート回答数 514⼈（274社）

28.2%

12.3%

10.9%8.8%

8.8%

7.6%

7.6%

建設

製造

⾦融・保険 IT/Webサービス

専⾨
サービス

医療･製薬

卸・⼩売
5.4%

電気･ガス
･運輸等 4.3%

サービス

6.2%

その他

製造業をはじめ、様々な業界の⽅が
ご参加

24.9%

13.0%

13.0%11.5%

8.2%

29.4%

DX･IT部⾨だけでなく⼀般部⾨も参加
⼀般部⾨が62.1%

部課⻑を中⼼に経営陣から社員まで
幅広く回答

26.5%

50.2%

20.8%
経営陣

部課⻑

2.5%
社員

その他

経営企画管理部⾨

営業部⾨

その他

DX部⾨

IT部⾨

⼀般部⾨
62.1%
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レベル1
関⼼なし

レベル2
関⼼はある

レベル3
試しに利⽤

レベル4
時々使⽤

レベル5
⽇常的に使⽤

⽣成AI活⽤レベル 活⽤状況

そもそも⽣成AIに
関⼼がない

⽣成AIに関⼼はあるが、
⾃ら試したことはない

試しに使ってはみたが
それだけに留まっている

時々試⽤している

⽣成AIを業務に取り⼊れて
⽇常的に使⽤している

分析結果概要

⽣成AI利⽤状況を5段階に分類。レベル3 が最⼤多数だが、7.2%は早くもレベル5に到達

2.3%

21.6%

43.0%

25.9%

7.2%

試して
いない

利⽤して
いる

試⽤に
とどまる

33.1%

43.0%

23.9%

（試しに利⽤） （⽇常的に使⽤）
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詳細分析｜活⽤に向けた２つのハードル

活⽤レベルアップに向けて、⼤きく２つのハードルが存在している

ハードル①
⾃ら試すことへの
ハードル

ハードル②
試⽤から利⽤への
ハードル

活⽤レベルアップを
阻む2つのハードル

レベル1
関⼼なし

レベル2
関⼼はある

レベル3
試しに利⽤

レベル4
時々使⽤

レベル5
⽇常的に使⽤

⽣成AI活⽤レベル 活⽤状況

そもそも⽣成AIに
関⼼がない

⽣成AIに関⼼はあるが、
⾃ら試したことはない

試しに使ってはみたが
それだけに留まっている

時々試⽤している

⽣成AIを業務に取り⼊れて
⽇常的に使⽤している

2.3%

21.6%

43.0%

25.9%

7.2%

試して
いない

利⽤して
いる

試⽤に
とどまる

33.1%

43.0%

23.9%
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詳細分析｜ハードル①（⾃ら試すことへのハードル）

⽣成AIに関⼼があっても、⾃ら試したことがない⼈が22.1％も。特に経営陣に多い！

77.9%

22.1%

Q: ⽣成AIをご⾃⾝で使ったことは
ありますか？

DX取組済
の企業

DX未着⼿
の企業

使⽤した
使⽤したことがない

11.2
20.7 24.3

社員 部課⻑ 経営陣

37.0

54.2

部課⻑ 経営陣社員
0.0

（%）

｢関⼼があるのに⾃ら試していない｣⽐率は
• 経営陣の⽅が⾼い
• ｢DX未着⼿企業｣の⽅が⾼い

DX取組/役職別
の内訳

DX未着⼿企業の
経営陣の半数以上が
⾃ら試していない

｢⽣成AIに関⼼がある｣と回答した⼈を
100%として集計
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詳細分析｜ハードル②（試⽤から利⽤へのハードル）

⾃ら⽣成AIを試してLv.3に到達したあと、さらにもう1つハードルを超えなければならない

ハードル①
⾃ら試すことへの
ハードル

ハードル②
試⽤から利⽤への
ハードル

活⽤レベルアップを
阻む2つのハードル

「Lv.4に進める⼈」と「Lv.3に留まる⼈」は何が違うのか？

レベル1
関⼼なし

レベル2
関⼼はある

レベル3
試しに利⽤

レベル4
時々使⽤

レベル5
⽇常的に使⽤

⽣成AI活⽤レベル 活⽤状況

そもそも⽣成AIに
関⼼がない

⽣成AIに関⼼はあるが、
⾃ら試したことはない

試しに使ってはみたが
それだけに留まっている

時々試⽤している

⽣成AIを業務に取り⼊れて
⽇常的に使⽤している

2.3%

21.6%

43.0%

25.9%

7.2%

試して
いない

利⽤して
いる

試⽤に
とどまる

33.1%

43.0%

23.9%
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詳細分析｜ハードル②（試⽤から利⽤へのハードル）

あれこれ考えず、まず⾜下の業務効率化から使い始めるのが常⽤化への近道

Q: ⽣成AI技術を既に導⼊している場合、その⽬的や⽤途は何ですか？（複数回答）

24.9

11.8

11.3

1.8

68.3

⽣産性向上、
業務プロセス
効率化

新規事業の
創出

顧客接点品質
の向上

その他

回答なし

レベル3
試しに利⽤

45.1

21.8

18.8

3.8

48.9

レベル4
時々使⽤

73.0

35.1

13.5

5.4

21.6

レベル5
⽇常的に使⽤

⽣成AIを使い込んでいる層ほど「回答なし」が減り、「⽣産性向上、業務プロセスの効率化」が増える

(%)
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セキュリティ ⼈材の
育成･確保

組織⽂化や
組織の受容性

コスト 技術⼒・
技術的な課題

その他

⽣成AI導⼊の際の懸念点

活⽤レベルにより懸念点が異なり、レベルに合った対応が求められる

84.0

50.0
41.0 39.0 38.0

2.0

80.0

55.0

44.0 44.0 40.0

3.0

70.0

41.0
32.0

22.0

54.0

11.0

Lv.3
Lv.4
Lv.5

Q: ⽣成AI技術の導⼊や活⽤の際に懸念されるポイントは何ですか？（複数回答）

(%)

レベル3 試しに利⽤
レベル4 時々使⽤
レベル5 ⽇常的に使⽤

セキュリティ
への対応は必須 レベル3〜4では

活⽤スキルや組織への浸透に
関する対応が重要

コストの懸念は
レベル5で急減
効果>>費⽤
となるため

レベル5では⾼度な
活⽤の為の技術が
課題に

試⽤から活⽤へと進むには、セキュリティ対応を⾏った上で、
スキルや組織浸透の懸念に対応することが重要
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⽣成系AIによる業務の変化

⽣成AIの普及により会社やビジネスは⼤きく変わっていく

対話/⽣成AIが⾏う業務 ⼈間が⾏う業務

• 決まりきったルーチンワーク
• AIが担うことで迅速･正確性
が向上し、処理量も増加

• 問い合わせ対応
• 事務作業
• スケジュール調整など

AIと⼈間の連携業務

• ⼈間ならではの業務により多
くの時間を割けるようになる

• 業務の質と対応⼒が向上

• ビジョン構築、新規事業
• 顧客対応、倫理的業務
• 専⾨的業務など

• AIと⼈間の強みの組合わせ
• AIの活⽤して業務を加速し、
⾼い業務の質を実現
（初期案作成、壁打ち等）

データ処理
⼀次分析
⽂書下書き 解釈・洞察

意思決定

｢問い｣の定義
例 例 例

予想される業務の変化
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AIを使いこなす⼒

求められるスキルの変化

業務の変化と合わせて、求められるスキルも変化していく

AI技術の基本的理解
• AI技術はこれからも進化し、
どんどん連携が⾼度化する

• これらの技術の強みと限界、
活⽤⽅法についての基礎的な
理解は必須となる

3

意思
• AIによってある⽬的のための
思考や作業の⾃動化が進む

• ⼀⽅、AIに何をさせるか、⽬
的を設定する⼈間の意思の⼒
がより評価される時代に

1

好奇⼼
• AIにより合理的で無難な思考
はどんどんコモディティ化

• よくわからないものに関⼼を
持ち掘り下げる⼈間ならでは
の好奇⼼が⼤きな価値に

2

問いを⽴てる⼒
• 作業はAIで⾃動化する⼀⽅、
⼈は｢考える｣ことに注⼒

• 問いや仮説の構築⼒、新規発
想⼒、構想⼒、洞察的な分析
⼒が求められるようになる

4

現場感に基づく気づき⼒
• データ化が進む⼀⽅でデータ
化されないものが課題に

• 現場に張り付き、現場感から
の気づきとAIを組み合わせる
ことで価値を創出できる

5

AI活⽤時代に求められるスキル

⼈間としての基礎⼒
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求められる⼈材の変化

⽣成系AIにより専⾨家の時代が終わり、現場⼈材とジェネラリストの時代になる可能性

抽象化
（⾔語化）

抽象思考
（⾔語処理）

思考の
組み合わせ

表現の⽣成

知覚
経験

⼈間の知性

現実の
事象

⽣成系AI

動物は⾔語を持たないため、
知覚経験にもとづく思考に
とどまる

⼈間は知覚経験を⾔語化し
⾔語に基づく思考･⽣成を
⾏うい知恵を発達させた ⽣成系AIが⾔語に基づく

⼈間の思考を強化

知性の起源
• ハーバード⼤学教授

認知神経科学者
マーク・ハウザー著
（2009年）

参考⽂献：知性の起源（⽇経サイエンス、2009年12⽉号）https://www.nikkei-science.com/page/magazine/0912/200912_038.html

認知神経科学を踏まえた⽰唆

1. ⽣成AIは⼈間の知性を強化する。
積極的に取り⼊れ活⽤すべき

2. ｢専⾨家｣の価値が低下してゆく
• ⼤量の⾔語（知識）を参照し

処理する能⼒は⽣成系AIが上

3. ⽣成系AIがカバーできない能⼒が
より評価される時代に
• 現場で実際に経験したことに
基づく気づき
（現場たたき上げ⼈材）

• ⾔語化されてないものを掘り
出す視野の広さ・好奇⼼
（ ジェネラリスト/

リベラルアーツ⼈材）
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現場社員

AIロボット

連携

求められる⼈材の変化

現場社員は単純作業から開放され、全員が現場マネジャー的な役割を担うようになる

外⾷店の店内（現場） 現場メンバー 役割

• 配膳などの単純作業・ルーチンワーク
• 現場情報の収集（客層、⾷事内容等）
• 現場情報の分析

• ルーチンワークで対応できないお客様対応
• ⾔語化をされていない（AIが処理できない）
現場感覚に基づく気づき・発想

→ 気づき・発想を⾔語化し、新たなデータ収
集･分析をAIにさせることで業務の⾼度化

従来型のスタッフ業務
はAIが代替

現場社員はより⾼度な
業務へシフト

外⾷産業の現場における社員とAIとの連携イメージ
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求められる⼈材の変化

ジェネラリストは業務の全体を俯瞰し、様々な専⾨サービスを使いこなすことが求められる

Blueprint 
(Yamlベース)

コンピューティングリソース

Circuit
(実⾏プログラム)

Construct
or

Machine Learning 
API 

ML Componentsが⼀元管理されるMLライブラリ

Canvas (GUI)
⾃動で設計図となるBlueprint
ファイルが吐き出される
（Blueprintの直接編集も可能） ML APIに載っているモデルは

⾃動で ML Component Listに表⽰される

⾃動で処理を
組⽴て ⓪ 実⽤化したい

Machine Learning
 モデルをML API上に
載せておく

① Canvasにドラッグ＆ドロップで
AI サービス 設計を記述

②ソフトウェア
コンポーネント開発

Library 内製モデル
/

外部モデル

exaBase Studio のサービス構造
コーディングの知識の
ない⾮エンジニア⼈材
（ジェネラリスト）が
⾃らシステムを開発

エンジニア（専⾨家）
が⾏うサービス基盤構
築は今後⽣成系AIによ
る⾃動化が進む

ソフトウェア開発だけでなく様々な専⾨領域（技術、業務、財務会計、法務など）で同様の基盤整備が進み、
「様々な専⾨的知識どう使いこなすか」というジェネラリスト的スキルの重要性が増してゆく
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ミドルマネジメント業務の変化

DXの先には、ホワイトカラーの「ミドルマネジメント」が最も変化が求められる

⾃動化されてゆく業務 逆に今後重視・⾼度化されてゆく業務

業務（例）
• 経営⽅針や⽬標の部⾨内展開
• 業務進捗管理・予算管理
• 部下の配置・リソース配分
• 社員の労務管理
• 定例業務に係わる部⾨間調整
• 形式だけの会議出席やミーティング参加

業務（例）
• 部⾨戦略の⽴案、重要な意思決定
• 重要な局⾯での顧客対応
• ピープルマネジメント

• 部下の指導・育成、メンバーの⼠気向上
• イレギュラー対応・調整

• 情報の伝達・取りまとめ
• 定型業務に係わる各種調整

• 戦略的業務・重要な意思決定
• 現場や部⾨メンバーに係わる業務

ミドルマネジメントの業務
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ミドルマネジメントの進化

ミドルマネジメントの未来

未来のミドルマネジメントは⼆極化してゆく：経営にあがるか、現場に近づくか

頼れる現場リーダー

ミドル
マネジメント

局⾯を読み切る戦略家 • より経営陣よりにシフトし、事業部⾨の経営者
として振る舞うタイプ

• 広い視野から戦略的にものごとを捉え、的確に
局⾯を読み切り進むべき⽅向を指し⽰す

• ⼈員体制や配置を指⽰し、戦略を授けた上で、
現場の運営は現場スタッフの⾃主性に委ねる

• 現場主義を体現し、現場で⼀緒に戦うリーダー
として振る舞うタイプ

• 常に現場の第⼀線にとどまりって先陣を切り、
即断即決で事業をぐいぐい押し進める

• 率先垂範で⼿づから教えることも厭わず、部下
を⿎舞し挑戦を促すことで成⻑させる
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孫会⻑の事例

孫会⻑もGPTを毎⽇使っており、株主総会でその具体的な内容を披露

私⾃⾝もGPTを毎⽇使っています。思いついたアイデアをGPTに「どう思うんだ？」と聞い
てディベートをしたり、ブレストしたり、知恵の壁打ちみたいなことをやっています。

最近投げかけた難しいテーマについてGPTが
(GPT)「それは⾮現実的です」
と⾔ってきたので、何くそと思って
(孫) 「こういうやり⽅をすればできるじゃないか」
と⾔ったところ
(GPT)「なるほどそれは素晴らしいアイデアです。でもこんな問題も、こんな問題もあります」
と⾔い返してきたので
(孫) 「それは違うだろ。こういう解決策、こういう解決策でその問題は解決できるじゃないか」
と⾔ったら、
(GPT)「なるほどそれは素晴らしいアイデアです。でもさらにこんな問題もあります」
とまだ⾔い返してくるので、もう⼀度何くそと思って、
(孫) 「それにはこういう解決策があるだろ」
と反論して、、、これを⼗何回か繰り返したら最後にGPTが、
(GPT)「これは実現可能な素晴らしいアイデアです」
と、褒められた。⾮常に嬉しい。。これ、夜中の4時くらいだったです（笑）
夜中の3時からダーっとやり続けて、やったぁ、GPTに勝ったぞと笑ってたんですけれども。

まぁとにかく凄いです。
推論マシンとしてのAIは底知れない⼒を持っている、と私⾃⾝⾮常に感じております。

孫 正義
ソフトバンクグループ(株)

代表取締役会⻑兼社⻑

出所： ソフトバンクグループ株式会社 第43回定時株主総会 アーカイブ動画（該当箇所は 35'15〜）
https://youtu.be/k7BZXDwwP10
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今後予想される変化

GPT-4を⽪切りにAGIはまだ⾰命が始まったばかり。今後どんどん進化していく

• AIモデルの展開
• ユーザーケース構築
• システムの管理⽤法
や活⽤⽅法の議論

• AGI運⽤経験の蓄積
• 安全性･倫理性の配慮
• AGI後も⼈が主体的
で幸せになる仕組み

• AGIの超知能（ASI）
への進化

• AGI同⼠が協⼒･競争
• 社会･政策⾯での貢献

啓蒙期

実⽤期

発展期

現在

AGI発展ロードマップ
（サム・アルトマンのブログを元にエクサウィザーズ作成）

サム・アルトマン
Sam Altman
OpenAI CEO

私が本当に欲しているのは
「新たな知識の創造」です。
⼈間と同等に優秀なAIでなく、
⼈間にはできないやり⽅で
あらゆる問題を解決できるAI。
これが私が⽬指している
汎⽤⼈⼯知能（AGI）です

Source： OpenAI（https://openai.com/blog/planning-for-agi-and-beyond）
WBS特別版AI進化で⼀変する世界（テレビ東京）（https://txbiz.tv-tokyo.co.jp/wbs/vod/post_270865）
ChatGPTを仕掛けた天才のアタマの中（NesPics編集部）（https://newspicks.com/news/8110180/）

* AGI=Artificial General Intelligence
ASI=Artificial Super Intelligence

世の中の理解が深まる
ように製品リリースは
⼩出しにしている
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加速する新技術普及スピード

新技術の普及に伴い、業務･産業･社会が変化する。またその定着スピードは加速している

電話 スマホインター
ネット

FAX ⽣成AIパソコン

世帯普及率10%達成までの所要期間76年

19年

5年 3年 1年(?)

'80年代

'90年代
'00年代

出所： ｢情報通信⽩書」（1999年）をもとにエクサウィザーズ作成

新技術の普及スピードは加速度的に早まっている 新技術普及後の10年で、業務･産業･社会が変化

パソコン
普及

• 処理能⼒の⾶躍的拡⼤
• 業務効率化・⾃動化（BPR）
• ERPの導⼊
• ビッグデータ活⽤

インター
ネット

• Web検索（Google etc.）
• ネット通販（EC）
• 動画配信（Youtube etc.)
• SNS（Facebook etc.）

スマホ

• 電話→LINE
• 写真・動画処理の普及
• アプリ・スマホ決済
• ウェアラブルデバイス

今後10〜20年間で、過去30〜40年以上の⼤きな変化が起こる可能性

13年 2022年
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2020 2030 2040 2050 2060

⽣成AIによる変化の加速

⽣成AIの登場によりシンギュラリティのタイミングが10〜20年程度早まる可能性

事業者間の調整

創造性

論理的推論と問題解決

⾃然⾔語の⽣成

⾃然⾔語の理解

発話とプレゼンテーション

新しいパターンとカテゴリの⽣成

感覚的知覚

社会的・感情的アウトプット

社会的・感情的な推論

社会的・感情的なセンシング

業務別にみた、AIが⼈の能⼒を超える時期 上位1/4の⼈をAIが超える時期
（専⾨家の予測平均）

⽣成AI登場以前
⽣成AI登場以降

参考資料：The economic potential of generative AI / Exhibit 6（2023.6, Mckinsey）
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今後予想される変化

この写真から現在までの変化と同等以上の変化が今後起こっていく前提での取り組みが必要

40年前の
オフィス

画像出典：KDDI（KDD1985年社内報より）https://time-space.kddi.com/digicul-column/bunka/20160422/

• 情報機器は「電卓」
• 伝票と書類の⼭

• 固定電話/内線電話
• 若⼿社員が電話取次

• 調べ物は図書館
• コピーの束を持帰り

パソコン無し

携帯･スマホ無し

ネット無し



       

エクサウィザーズの⽣成AI活⽤への取り組み

⽣成AIの利⽤実態（4/25実施のアンケート調査より）

⽣成AIで変わる組織と必要スキル

⽣成AI時代のDX⼈材育成のあり⽅

01.

02.

03.

04.

本⽇の内容
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DX推進のための⼈材育成 5ステップ

社員の現状可視化も含めた育成計画策定から育成実施までを⼀気通貫で⽀援

⼈材育成
プロセス

よくある課題

提供プログラム

実現したいこと

育成⽬的明確化⽀援

⼈材要件定義⽀援

⼈材育成
計画策定

2

⼈材育成のゴールが適
切に定められない

時代の変化に耐えうる⽬
標設定をクイックに実
現。または、個社ごとの
⼈材要件定義を深掘り。

座学育成
3

個別最適な学習を設
計・提供できない。

個々のレベルに応じたス
テップアップ学習。マイ
ンドが不⾜している場合
は、当⼈や周辺関係者の
マインドを醸成

アイディエーション

ビジネスアイディア・創出

ビジネスアイディア・
アクセラレーション

OJTを通じた
実践⼒強化

5

成果が⾒えない／ビジ
ネス変⾰に繋がらない

成果に結びつけるための
アイディア出し、現場の
案件を推進

ワークショップ

伴⾛⽀援による
実践準備

4

現場の学習が進まない
／実践⼒が⾼まらない

⽬標と役割に応じたカリ
キュラムにてアウトプッ
ト体験を通じて応⽤⼒を
⾼める

集合型研修

アセスメント(DIA)

スキルと素養の
現状可視化

1

社員の知識、能⼒、ポテ
ンシャルが把握できない。
デジタル知識とビジネス
スキルが相関されない。

信頼性のある適性検査
で、今あるスキル把握と
将来ポテンシャルのある
⼈材を発掘

各種講演／セミナー

DXパーソナライズドプログラム
 with Udemy business

DXスタンダード

⼈材育成⽅針策定⽀援
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⽣成AI時代のDX⼈材育成・DX組織⽂化醸成

⽣成AI普及によって、従来型の育成とは全く違ったものになっていく

⼈材育成
プロセス

よくある課題

提供プログラム

実現したいこと

育成⽬的明確化⽀援

⼈材要件定義⽀援

⼈材育成
計画策定

2

⼈材育成のゴールが適
切に定められない

時代の変化に耐えうる⽬
標設定をクイックに実
現。または、個社ごとの
⼈材要件定義を深掘り。

座学育成
3

個別最適な学習を設
計・提供できない。

個々のレベルに応じたス
テップアップ学習。マイ
ンドが不⾜している場合
は、当⼈や周辺関係者の
マインドを醸成

アイディエーション

ビジネスアイディア・創出

ビジネスアイディア・
アクセラレーション

OJTを通じた
実践⼒強化

5

成果が⾒えない／ビジ
ネス変⾰に繋がらない

成果に結びつけるための
アイディア出し、現場の
案件を推進

ワークショップ

伴⾛⽀援による
実践準備

4

現場の学習が進まない
／実践⼒が⾼まらない

⽬標と役割に応じたカリ
キュラムにてアウトプッ
ト体験を通じて応⽤⼒を
⾼める

集合型研修

アセスメント(DIA)

スキルと素養の
現状可視化

1

社員の知識、能⼒、ポテ
ンシャルが把握できない。
デジタル知識とビジネス
スキルが相関されない。

信頼性のある適性検査
で、今あるスキル把握と
将来ポテンシャルのある
⼈材を発掘

各種講演／セミナー

DXパーソナライズドプログラム
 with Udemy business

DXスタンダード

⼈材育成⽅針策定⽀援

より実践的なトレーニン
グ機会が必要となる

過去の経験則から離れた
計画策定が必要となる
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デジタルイノベーターアセスメント「DIA」

既にイノベーティブのスキル/素養に着⽬しつつDSSを網羅していたDIAがDSS完全準拠

DIA（ver 2.1a） DIA（ver 3.0）

DIGITAL [デ
ジ

タ
ル

]

POTENTIAL [素養]
学習による急速な改善が
難しいと思われる８項⽬

IN
N

OV
AT

IO
N

 [イ
ノ

ベ
ー

テ
ィ

ブ
]

[デジタル×スキル]
ソフトウェアエンジニアリング
プロダクトマネジメント
デジタルマーケティング
データサイエンス・AI

UX

[イノベーティブ×スキル]
質問⼒
発⾒⼒
実験⼒

ネットワーク⼒
関連づける⼒

[デジタル×素養]
数学的素養
技術活⽤意欲
ユーザー理解
テクノロジー好き

[イノベーティブ×素養]
ポジティブマインド
⾃⼰肯定感
好奇⼼

やり抜く意志

SKILL [スキル]
⼀定期間の学習により、

伸ばしやすく実践的な10項⽬

デジタルスキル標準に完全準拠
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DIA｜測定項⽬⼀覧(全35項⽬)

DXリテラシー

マインド・スタンス
（社会変化の中で新た
な価値を⽣み出すため
に必要な意識・姿勢・

⾏動）

Why・What・How
（DXの背景、DXで活
⽤されるデータ・技術
に関する理解・知識）

変化への対応

コラボレーション

顧客・ユーザーへの共感

常識にとらわれない発想

反復的なアプローチ

柔軟な意思決定

事実に基づく判断

デジタル変⾰の推進

DX推進スキル

ビジネス変⾰

データ活⽤

戦略・マネジメント・システム

ビジネスモデル・プロセス

デザイン

データ・AIの戦略的活⽤

データエンジニアリング

ソフトウェア開発

デジタルテクノロジー
テクノロジー

セキュリティマネジメント

セキュリティ技術
セキュリティ

パーソナルスキル

ヒューマンスキル

コンセプチュアルスキル

リーダーシップ

ゴール設定

コラボレーションスキル

適応⼒

批判的思考

創造的な問題解決

AI・データサイエンス

ビジネス調査・モデル設計・分析・検
証、ブランディング

マーケティング
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DIA｜受検結果（個⼈）

個⼈結果は各スキル尺度ごとにスコアとして表⽰（10点満点）され、DX⼈材としてのレベル感を把握可能

ü レポートの表⽰デザインは変更される可能性があります。
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DIA｜受検結果（組織） ❶ ❷ ❸ ❹ ❺

さまざまな観点で受検結果を確認でき、組織課題がどこにあるのか、また後続の育成戦略について⽰唆を得る
ことが可能

2軸分布図 レベル別⼈数布図 育成対象者検討

部署別平均

ü レポートの表⽰デザインは変更される可能性があります。
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⼈材育成計画策定までのプロセス

個社状況に合わせて⼈材要件・スキル要件・⼈材育成計画をカスタマイズ

Phase1 ⼈材要件・スキル要件定義

プロジェクトの⽬標設定
1

DX⼈材を育成することにより、いつ
までに、何を達成したいのかを明確
にする。

あるべき⼈材像の明確化
（⼈材要件定義）

2
持つべきスキルの明確化

（スキル要件定義）

3

DX⼈材とは「何をする⼈なのか」を
明確にする。
※レベル分けするならば、レベル毎に育
成⽬的を定義した上で、「個別の⽬的の
ために何をするのか」を定義することを
想定。

②で定義した⼈材が持つべきスキル
やそのレベル感を明確にする。

研修カリキュラム要件の策定
4

③で決定した内容、並びに⑤育成⽬
標⼈数も踏まえ、実施できる研修カ
リキュラム（研修スキーム）要件を
策定する。

育成規模と時期の決定
5

評価・認定制度の設計
6

社内向けコミュニケーション設計
7

運営体制の検討
8

(最終的なゴールとして)全社／部署
ごとの育成⼈数を決め、それをいつ
までに達成するのかを決める。
※⼀度の研修で達成しないのであれば、1
期あたりの期間を決め、何期実施するの
かも決める。

③で決めたスキル別の評価⽅法やDX
⼈材の認定制度（≒社内資格制度）
をどうするのかを決める。

研修実施を社内に宣⾔し、研修の効
果を最⼤化するために、いつ・誰
と・何を・どのようにコミュニケー
ション取るのか設計する。

①〜⑦を踏まえて、運営に必要とな
る機能(⼈材、ロール等)を検討す
る。

Phase2 育成計画策定

Phase2 育成計画策定



|  42Restricted © Copyright ExaWizards nc  All Rights Reserved© Copyright ExaWizards nc  All Rights Reserved

⼈材育成における⽣成AI活⽤

AIとヒトの協業を前提とした「プロンプト思考型」のDX⼈材育成を⽬的としたプログラムを開始
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⼈材育成における⽣成AI活⽤
アイデア発想やAIプロトタイピングにChatGPTを活⽤することで、デザイン思考プロセスが⼤幅に
強化されアイデアの量や質が⾼まり、AIプロトタイピングの精度と効率性も向上
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エクサウィザーズの⽣成AI活⽤における取り組み

⽣成AIプロダクト
/プラットフォーム提供

⽣成AI活⽤企画から実⾏までの
全体伴⾛⽀援⽣成AI活⽤教育・活⽤促進サービス

43１

• 当社の⽣成AIプロダクトを提供
• 貴社向けに⼀部チューニングも実施

• 数多くの会社のAI/DX推進の⽀援経験
• 伴⾛する中で必要なスキル移転も実現

• ⽣成AIなどの先進技術トレンドを解説
• 技術を⾃分ごとにするWSも実施

(1) exaBase⽣成AI

(2) exaBase Studio x GPT

(3) 業務効率化･⽣産性向上プロダクト
• exaBase企業検索 x ⽣成AI
（有価証券報告書から企業動向の要約･抽出）

• exaBase FAQ x ⽣成AI
（株主総会における想定問答の⾃動⽣成)

(4) 顧客向けサービス・新規事業
• ユーザ向けのチャット相談機能
（新⽶パパママ向け⼦育て相談）

• 対話的画像⽣成ツール
（ストーリ性のある複数動画解析）
（教育現場のための画像解析）

• 企画･実⾏･ツール提供･テクニカル
サポート等を全体⽀援
活⽤領域例：
• 既存業務効率化・⽣産性向上
• 顧客向けサービス改善･新規開発
• 社内⼈材育成
• 情報管理･リスクマネジメント

• AI開発会社のノウハウ・機能を提供
エクサウィザーズの強み：
• AIエンジニアがいることによりプロンプト
エンジニアリングの作りこみ⼒が⾼い

• ビジネスメンバーもいることで現場巻き込
みやビジネス成果を共に作りこめる

• 保有アセットを活⽤したシームレスな個社
向けツール/システムへの落とし込みが可能

(1) プロンプトエンジニアリング基礎研修
• GPT活⽤に関する⼊⾨講座
• 基礎的な演習を通してプロンプトの基本を
学び、GPTに関する基礎基礎リテラシーの
向上を図る⼈材開発プログラム

(2) 魔法学校
• GPT活⽤に関する導⼊講座や講演
• リテラシー向上・実践・ナレッジ共有を通
じた⼈材開発プログラム

(3) ⽣成AI活⽤型ワークショップ
• エクサウィザーズのコンサルタント・技術
者も参加しideationのWSを実施

• ⾼い品質でツール活⽤の最初の実例を構築
し、活⽤拡⼤に弾みを付ける

⽣成AI時代のDX⼈材育成・DX組織⽂化醸成２



       




